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日本の平均気温の偏差

 

 

昨年の傾向と今年の対策について 
 

 新年あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。  

さて、昨年の平均気温は歴代3位の記録的な暑さとなりました。この高温により、栽培や体調 

管理に苦慮された方も多かったのではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

表1.年平均気温の順位表(1991～2025) 気象庁HPより 

 果樹においては、日照時間の長さと少雨の影響で、糖度は例年より高くなる傾向にありました。 

一方で、水不足や高温によるエネルギー消費の増大により、「果実が十分に肥大しない」「着色が

悪い」といった課題も多く見られました。樹体もかなり消耗していると予想されるため、今春に

向けた対策が重要です。 

 

◎土壌改良で春に向けての準備をしよう 

 〇保水・透水性向上に炭入りコンパ 

  果樹園では、いかに土壌の保水・透水性を維持できるかが鍵となります。 

  分解の遅い炭入りコンパを施用することで、土壌の団粒構造を長期間 

維持することが可能です。 1反当たり30袋を目安に施用してください。 

 

 

 〇pH矯正＋苦土の補給にヒューライム 

  土壌改良を行わないままだと、土壌は必ず酸性へと傾きます。 

ヒューライムは、豊富に含まれる腐植酸の効果により、土を固めることなく 

pHを調整できます。あわせて果樹で欠乏しやすい苦土も効率よく補給し、 

春の芽吹きに備えましょう。 

 

※施用量の目安：pHを1上げるには、1反当たり10袋が目安です。 

 

 

 

公式YouTube ﾁｬﾝﾈﾙ＆LINE登録お願いします。 
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